
未来洞察ワークショップ 

 

少子高齢化や気候変動など様々な事象が取り巻く中、COVID-19が猛威を振るい世の中が混乱に陥ったこと
は記憶に新しいと思います。多くの人にとって想定外の出来事であり、人流・物流、都市・地方のあり方、リ
アル・バーチャルの役割など大きな変化が起こりつつあるのをみなさんも実感していることでしょう。 

 

『未来を予測する一番いい方法は、自らそれを創ることだ』 
―アラン・ケイー  

これは、パーソナル・コンピュータの父と呼ばれるアラン・ケイの有名な言葉です。現代のような不確定で
未知の変化を予測し、対応し、未来を探り、創ることができる人材は世の中において今後も重要になるとは思
いませんか？ 
当ワークショップでは、「未来洞察」という手法を用いて、皆さんの考える未来を発想し、創造していただき

ます。 “現在の延長線上の未来”と“社会変化の兆し”を捉え、年表を作りながらアイデア創出し、未来のビジョ
ンを構築します。 

 

 
 
ワークショップでの学びは、皆さんがこれから社会に出ていく上で、特にコンサルタント事業、企画･マネジ
メント部門などで働く際には必須となります。正解のない答えを探究し、自ら問いを立て、仲間と協働して何
かを創り出す力は、きっと将来役に立ちます。 

未来の社会・・・ 
その中心的役割を担うのは、まさに皆さんたちなのです。一緒に未来を創りましょう︕ 

 
 

日程 内容 
第 0回 2月 7日（月） 13:30 ～ 15:00 オリエンテーション ・概要紹介、事前課題説明、等 
第 1回 2月 21日（月） 13:00 ～ 16:00 参加にあたって ・顔合わせ、概要説明 
第 2回 ２月 22日（火） 13:00 ～ 16:00 「未来シナリオ議論」 ・事前課題①の共有と、蓋然性の高い未来予測の議論 

第 3回 ２月 24日（木） 13:00 ～ 16:00 「未来シナリオ作成」 ・未来予測の作成と文書化、発表 
第 4回 2月 25日（金） 13:00 ～ 16:00 「未来シナリオ改訂」 ・未来シナリオの改訂と、事前課題②の共有 
第 5回 ２月 28日（月） 13:00 ～ 16:00 「兆しシナリオ議論」 ・ありえる未来の予想の議論と文書化 
第 6回 3月 2日（水） 13:00 ～ 16:00 「兆しシナリオ発表」 ・兆しシナリオの発表と改訂 

第 7回 3月 4日（金） 13:00 ～ 16:00 「ビジョン作成」 
・各シナリオに基づく、ビジョン（未来像）の議論
と作成、文書化 

第 8回 3月 7日（月） 13:00 ～ 16:00 「ビジョン発表」 
・各シナリオに基づく、ビジョン（未来像）の発表
と年表化 
・ワークショップのまとめ 

※各回の実施時間について、自主ワークとして時間を延長して実施いただく可能性があります。 
※上記の第 1回日程に先立ち、事前課題に取り組んでいただきます。 
※全てのワークショップ終了後、振り返りならびにワークショップに関するアンケートを回答いただきます。  

ワークショップの流れ 

1 兆し情報の収集（事前課題） 
2 未来シナリオと兆しシナリオの作成 
3 ビジョンの作成 
4 未来年表の作成 

 

全８回カリキュラム 
 



◆募集概要 
募集期間 2021年 11月 10日（水）～ 2022年 1月 31日（月）18:00 [期間厳守]  

募集対象 信州大学に所属する正規学部生・大学院生（修士課程）（学部、専攻、学年問わず） 

応募条件 全ての公式日程への参加が可能なこと 

募集人数 15 ～ 20名程度 

応募方法 
以下の申し込みフォームのアクセスし、必要事項を入力してください 
https://forms.gle/4fTVfc1pjiArf6wc7 
※応募人数が所定の人数より超える場合は、抽選となります。 

注意事項 

1 当ワークショップは一般授業とは扱いが異なります。成績評価・単位認定等はありません 
2 当ワークショップは原則としてオンライン形式（Zoom）で活動します。 
3 オンラインで活動に参加するにあたっては「公共の場所では参加しない」「ヘッドセットなどを装着する」など、

第三者に実習内容を知られることがないよう、また周辺に迷惑が及ばない措置を講じてください。 
4 当ワークショップ実施日には、インターネットにつながる PC をご用意ください（メモリ 8GB 以上を推奨）。

Microsoft Office 365 を使用します。また、オンライン形式での実施において、Zoom およびMiro（無
償版）を使用します。事前にアカウントを登録・取得してください。 

5 参加にかかる費用（オンラインでグループワークやインタビューを実施する際に必要な端末の購入費、通信
費、参加のために発生する交通費、食事代等）は、参加者による自己負担です。 

6 募集要項に記載されている日程は、ワークショップの進捗状況に応じて変更する可能性があります。また、
募集要項に記載されている日程以外にも、自主的にミーティングやグループワークを実施する機会もあり、
期間中は当ワークショップの活動が中心となるよう、スケジュール管理はくれぐれも注意してください。 
※活動日は終了後の時間も余裕をもって確保してください。 

7 ワークショップ実施日と重複する授業等を欠席した場合、公欠扱いとはなりません。 
8 抽選結果に関する問い合わせにはお答えいたしかねます。あらかじめご了承ください。 
9 当ワークショップの成果は、信州大学および日本ユニシスのWebサイト等で公開される可能性があります。 

問合せ先 信州大学 キャリア教育・サポートセンター （担当︓西尾） 
TEL︓0263-37-3348  e-mail︓career@shinshu-u.ac.jp  

◆未来洞察のイメージ 

https://forms.gle/4fTVfc1pjiArf6wc7

